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アイパークインスティチュート 韓国「中小ベンチャー企業部」と 

先端バイオベンチャー・スタートアップ革新のための業務協約を締結 
 

アイパークインスティチュート株式会社（本社：神奈川県藤沢市、代表取締役社長：藤本利夫、以下「アイパーク

インスティチュート」）は、11 月 9 日、韓国の行政機関である中小ベンチャー企業部（本部：世宗特別自治

市、長官：李永（イ・ヨン））と業務協約を締結しました。 

 

業務協約では、日韓の先端バイオ分野の成長促進を目的として、アイパークインスティチュート、中小ベンチャー

企業部（以下「両機関」）が ①韓国先端バイオ分野スタートアップ支援 ②先端バイオ分野の共同研究

開発 ③オープンイノベーションプログラム で協業することを掲げています。 

 

アイパークインスティチュートは、「世界に開かれたライフサイエンスエコシステムの構築」というミッションのもと、国内

外のサイエンスパークなどと提携の覚書等を結んでおり、本提携は 7 例目となります。 

 

本協約で掲げている主な提携内容は、以下の通りです。 

１． 韓国先端バイオ分野（細胞治療剤、遺伝子治療剤、再生医療）スタートアップ支援 

両機関が共同で選抜した韓国の先端バイオスタートアップが湘南アイパークに入居し、中小ベンチャー

企業部は日本国内における事業化等の資金を、アイパークインスティチュートは湘南アイパークにおける

研究室や機器の利用などを支援する。 

 

２． 先端バイオ分野の韓日共同研究開発 

日本の大学・研究所・企業などの中から、画期的な技術を持つ機関をアイパークインスティチュートが発

掘し、対して共同研究を希望する韓国バイオベンチャーを中小ベンチャー企業部が発掘する。中小ベン

チャー企業部は選抜された韓国バイオベンチャーに対する研究開発資金支援も行う。 

 

３． オープンイノベーションプログラム 

AI、新薬開発領域において日本のバイオ企業が抱える課題に対して、韓国の ICT、バイオベンチャーが

ソリューションを開発するプロジェクトを両機関が共同で運営する。具体的には、企業選抜や、資金の

支援、協業機会の提供などを行う。 

 



 

 

 
左から、韓国中小ベンチャー企業部 イム・ジョンウク氏、韓国中小ベンチャー企業部 長官 イ・ヨン氏、アイパークインスティチュート
代表取締役社長 藤本利夫 

 

今回の業務協約について、中小ベンチャー企業部の次官 吳起雄（オ・ギウン）は、次のように述べています。 

「技術力を備えていながら規制によって前進しにくくなっている韓国の先端バイオ企業は、今回の業務協約によっ

て、より自由な環境で研究し、グローバル市場に挑戦する機会の場を得て、人類の生命と安全に貢献できるで

しょう。 今回の協力が韓日関係改善とともに他分野での経済協力を活性化する起爆剤になることを期待しま

す。」 

 

また、アイパークインスティチュート 代表取締役社長 藤本利夫は次のように述べています。 

「開所当初より湘南アイパークは、『世界に開かれたライフサイエンスエコシステムの構築』をミッションとして掲げて

きました。日本と韓国には、優れた技術を創出し、それを事業化していくために、それぞれ解決すべき課題があり

ます。日韓が連携してこれらの課題を乗り越えるために、このたび、韓国中小ベンチャー企業部と業務協約を締

結しました。迅速でダイナミックな意思決定ができる韓国の文化と、慎重に着実に物事を進める日本の文化を組

み合わせることで、世界的にもユニークなエコシステムが構築されることを期待しています。そして、両国のスタート

アップ育成や共同研究開発などが進み、ライフサイエンス領域における画期的なイノベーションがアジアから世界

に広がっていくことを願っています。」 

 

 

韓国 中小ベンチャー企業部について 

中小ベンチャー企業部は、中小企業とベンチャー企業の競争力を強化し、革新を支援することを目指す韓国の

中央政府機関です。 中小企業政策の遂行のため、1996 年に中小企業庁として発足し、2017 年に中小ベ

ンチャー企業部に昇格しました。 

中小ベンチャー企業部は、スタートアップ育成政策、企業成長のための政策、小企業の競争力強化のための政

策を重点的に推進しています。 

詳細な説明はこちら여기에서 をご覧ください。  

 

https://mss.go.kr/site/eng/main.do


 

アイパークインスティチュート株式会社について 

アイパークインスティチュート株式会社は、産業ファンド投資法人、武田薬品工業株式会社、三菱商事株式会

社を主要株主として、2023 年４月に事業を開始しました。2018 年より武田薬品が担っていた湘南ヘルスイノ

ベーションパーク(神奈川県藤沢市、略称：湘南アイパーク)の運営事業を 2023 年に承継し、施設の運営・

管理のほか、イノベーション創出促進、技術交流・研究連携促進など、ライフサイエンスエコシステムの構築・活

性化のための事業を行っています。当社に関する詳しい説明は こちら をご覧ください。 

 

湘南ヘルスイノベーションパーク（湘南アイパーク）について 

湘南アイパークは、2018 年 4 月に武田薬品工業株式会社が自社研究所を外部に開放して誕生した、日

本初の製薬企業発サイエンスパークです。現在は武田薬品工業株式会社から独立したアイパークインスティチュ

ート株式会社が運営を行っており、幅広い業種や規模の産官学が結集してヘルスイノベーションを加速する場と

なることを目指しています。現在、製薬企業のみならず、次世代医療、細胞農業、AI、行政などの企業・団体

が集積し、約 170 社、2000 人以上（2023 年 11 月現在）のエコシステムを形成しています。 

公式HP：https://www.shonan-ipark.com/ 

湘南アイパーク最新の入居/メンバー企業・団体はこちら 

公式 SNS：YouTube / Facebook / Twitter / LinkedIn  

 

本件に関するお問い合わせ先： 

アイパークインスティチュート株式会社 担当：滝澤、日比野 

Mail：iPi.COM@shonan-ipark.com 

 

https://www.shonan-ipark.com/company/
https://www.shonan-ipark.com/
https://www.shonan-ipark.com/membership/list/
https://www.youtube.com/channel/UCeJgWczMHXzRxISvHzSOTOQ/
https://www.facebook.com/Shonan.iPark/
https://twitter.com/Shonan_iPark/
https://www.linkedin.com/company/shonan-health-innovation-park/

